
◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

（男） 1.63歳 1.71歳
差が短くなるよう取
り組みます

差が短くなるよう取
り組みます ↘

（女） 3.57歳 3.56歳
差が短くなるよう取
り組みます

差が短くなるよう取
り組みます ↗

２ 市民意識調査で測定 62.9% 68.0% 70.0%

３ 市民意識調査で測定 57.1% 62.0% 64.0%

４ 介護予防にかかる各種講座の受講者数 1,112人 1,397人 1,167人 1,186人 ↗

５ 年度末会員数 961人 1,004人 1,041人 1,081人 ↗

６
肺がん検診受診者数/職域等で受診していない
40歳以上の対象者×100

20.2% 24.3% 26.2% 29.2% ↗

７
40歳以上の大和市国民健康保険加入者が、特
定健康診査を受診した割合
（法定報告値）

34.1% 32.6% 39% 41% ↘

８
肺炎及びその他の呼吸器系の疾患による死亡
者数/人口（10/1日現在）×100,000

103.4人 96.5人 88.4人 82.4人 ↗

９ 自殺者数/人口（翌年1/1日現在）×100,000 14.5人 13.5人 12.8人 11.9人 ↗

１０
休日や夜間に受け入れた、内科や小児科の軽
症患者の年間受診者数

12,403件 10,532件 13,000件 13,000件 ↗

１１ 中度・重度患者数/総受診者数 14.8% 18.0% 17.2% 18.4% ↗

１２ 電話相談受付件数 18,068件 17,925件 18,500件 18,500件 ↗

１３
紹介患者数/（初診患者数-救急搬送患者数-休
日・夜間受診患者数）×100

60.9% 76.0% 73.2% 80.3% ↗

１４
逆紹介患者数/（初診患者数-救急搬送患者数-
休日・夜間受診患者数）×100

29.6% 60.9% 54.5% 74.0% ↗

１５ 外来患者、入院患者に対する満足度調査で測定 88.7% 88.4% 91.0% 93.0% ↘

１６ 延べがん患者受入数 42,966人 44,781人 48,000人 50,000人 ↗

1 - 1

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

自ら健康づくりに取り組んでいる市民の割合

高齢の方が地域で生き生きと活動していると思う
市民の割合

介護予防セミナー受講者数

シルバー人材センター会員数

1 - 1 - 2

- 1
一人ひとりが健康づく
りに取り組み元気で
暮らしている

１
健康寿命（平均自立期間）と平均寿命の
差

65歳の平均寿命－65歳の平均自立期間（介護
保険の要介護1まで）

【参考：平均寿命の推移】
男：８４．２５（計画当初）　→　８４．４６（昨年）
女：８９．０３（計画当初）　→　８９．１３（昨年）

心身の健康を維持・
増進するための体制
が整っている

肺がん検診受診率

特定健康診査の受診率

肺炎等による死亡率（人口10万人あたりの死亡者
数）

自殺死亡率（人口10万人あたりの自殺者数）

1 - 2 - 1
いざという時に必要な
診療を受けられる

休日夜間急患診療所（一次救急）の年間患者取扱
件数

二次救急での中度・重度患者の割合

24時間健康相談受付件数

1 - 2 - 2
市立病院が地域の基
幹病院としての役割
を果たしている

地域の診療所等から市立病院に紹介された患者
の割合（紹介率）

市立病院から地域の診療所等に紹介した患者の
割合（逆紹介率）

患者満足度調査における満足度の割合

がん患者受入数(延べ)

計画当初値

資料３
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

１７ 市民意識調査で測定 49.4% 54.5% 56.5%

１８
大和市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計
画策定のための実態調査で測定

68.1% 68.5% 73.1% 75.1% ↗

１９
認知症サポーター養成講座受講済数/総人口×
100

5.0% 7.0％ 10.0% 13.0% ↗

２０
福祉施設から、自宅やグループホームなどでの
生活へと移行した人の累計

0人 3人 15人 22人 ↗

２１ 一般就労への移行者数 福祉施設で、一般就労に結び付いた人数 37人 49人 56人

２２
就労移行支援事業所による職業訓練など移行
支援事業を利用した人数

81人 86人 129人 150人 ↗

２３ 市民意識調査で測定 43.9% 48.5% 50.0%

２４
民生委員児童委員の委嘱数/民生委員児童委
員の定数

99.3% 94.6% 100.0% 100.0% ↘

２５ 第2層協議体の設置数 4箇所 5箇所 7箇所 8箇所 ↗

２６
大和市国民健康保険加入者一人あたりの医療
費の対前年度伸び率

2.0% 3.1% 2.0% 2.0% ↘

２７
働ける世帯（その他世帯）数/保護受給世帯総数
×100

12.5% 10.8% 11.0% 10.0% ↗

２８
妊婦健康診査受診数（補助券使用枚数）/妊婦
健康診査補助券交付数×14回

11.5回 11.6回 14回 14回 ↗

２９
4か月児健康診査を受診した子どもの数/同健康
診査対象児数×100

97.7% 98.6% 98.0% 98.0% ↗

３０
3歳6か月児健康診査を受診した子どもの数/同
健康診査対象児数×100

95.5% 95.7% 98.0% 98.0％ ↗

３１
3歳6か月児健康診査でう蝕がなかった子どもの
数/同健康診査を受診した子どもの数×100

87.0% 87.2% 95.0% 95.0% ↗

３２ 市民意識調査で測定 52.2% 58.0% 60.0%

３３
子育て何でも相談応援センターの保健師が受理
した妊娠届出書の数/妊娠届出書の提出総数

25.4% 100% 100.0% 100.0% ↗

３４
（市内「こどもーる」における年間利用児童数＋
保護者数）/開設日数

70.4人 86.7人 87.9人 89.7人 ↗

2 - 1 - 1

高齢の方やその家族
が、不安・負担を取り
除くために必要な支
援を受けられる

介護を必要とする人が安心して暮らしていると思う
市民の割合

介護サービス利用者の満足度の割合

認知症サポーターとなっている市民の割合

障がい者の地域生活移行者数（累計）

就労移行支援事業の利用者数

2 - 2 - 1
地域の温かい支えと
ともに人生を安心して
送ることができている

地域に支え合う人のつながりがあると思う市民の
割合

2 - 1 - 2
障がいのある方が地
域の中で自立した生
活を送っている

1 -

民生委員・児童委員充足率

協議体の設置数（累計）

2 - 2 - 2
社会保障のしくみが
安定的に維持されて
いる

国民健康保険制度における１人当たりの医療費の
伸び率（対前年度）

保護受給世帯のうち、働ける世帯（その他世帯）の
割合

2
こどもを望んだ時から
サポートが受けられ

る

子育てに関する不安を相談できる場があると思う
市民の割合

妊娠届出時に専任保健師による個別面接（相談）
を受けた市民の割合

つどいの広場開設日１日あたりの平均利用者数

1
すべてのこどもがすく
すくと健康に育ってい
る

妊婦健康診査の平均受診回数

4か月児健康診査の受診率

3歳6か月児健康診査の受診率

3歳6か月児健診で、う蝕なしと判定された子どもの
割合

3 - 1 -

3 -
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

３５
児童支援利用計画（障害児相談支援）を利用し
た子どもの数

891人 986人 1,247人 1,426人 ↗

３６ 保育所等の待機児童数（各年4月1日）
2017年度に厚生労働省が変更した新たな定義に
基づく保育所等の待機児童数

0人 0人 0人 0人 ↗

３７
0歳児を預かる保育施設等におけるベ
ビーセンサー等の設置割合

市内の全保育施設のうち、ベビーセンサー等を
備えている施設の割合

0% 100% 100% 100% ↗

３８ 放課後児童クラブ入所希望者数－入所者数 0人 0人 0人 0人 ↗
（小3～
6）

学習内容を習得したと判断できる調査点数に達
した児童の割合

60.3% 68.4% 72.0% 80.0% ↗
（中1～
3）

学習内容を習得したと判断できる調査点数に達
した生徒の割合

57.1% 62.8% 70.9% 80.0% ↗
（小4～
6）

年間読書冊数/（児童数×12） 14.6冊 16.8冊 15.4冊 15.8冊 ↗
（中1～
3）

年間読書冊数/（生徒数×12） 4.4冊 4.8冊 5.2冊 5.6冊 ↗

４１
（公財）図書館振興財団による図書館を使った調
べる学習コンクールへ応募した児童生徒数

6,992人 7,097人 7,200人 7,340人 ↗

４２ 市民意識調査で測定 37.5% 42.5% 44.5%

４３ 電話・窓口相談受付件数 201件 198件 240件 260件 ↘
（小4～
6）

小学校4～6年生を対象としたアンケート調査で
測定

95.9% 92.4% 98.0% 100.0% ↘
（中1～
3）

中学生を対象としたアンケート調査で測定 95.0% 91.9% 98.0% 100.0% ↘

４５ 野菜料理の残食重量/提供食重量×100 10% 11% 8.7% 8.0% ↘

４６ 地産の食材/使用した全食材×100 20.2% 16.7% 24.0% 26.0% ↘

４７ 登録世帯数/児童・生徒の全世帯数×100 89.9% 93.0% 93.0% 95.0% ↗

４８
中学生以下の交通事故の年間市内発生件数（1
～12月）

73件 64件 66件 62件 ↗

1 - 2
こどもを望んだ時から
サポートが受けられ

る

児童支援利用計画（障害児相談支援）実利用者数

安心してこどもを預け
ることができている

放課後児童クラブの待機児童数（各年5月1日）

4 - 1 - 1
こどもが確かな学力
を身につけている

3 - 2 - 1

3 -

4 - 2 - 1
心身ともに健康に学
校生活を送ることが
できている

３９
基礎的・基本的な学習内容の習得を計
る振り返り調査の通過率

４０ 児童・生徒の１か月の平均読書冊数

「図書館を使った調べる学習コンクール」の応募数

4 - 1 - 2

４４
健康でいるために運動が大切だと考え
ると答えた児童生徒の割合

小学校の給食残食率（野菜）

給食における地産地消の割合

学校PSメール世帯普及率

子どもの交通事故の市内発生件数

こどもが個性・能力に
あった教育を受けて
いる

子どもの個性や能力にあった教育が行われている
と思う市民の割合

特別支援教育センターで扱った特別支援や発達に
関する保護者や学校からの延べ相談件数
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

（小）
該当不登校児童の出席数/該当児童の授業日
数×100

46.4% 48.2% 49.2% 50.6% ↗

（中）
該当不登校生徒の出席数/該当生徒の授業日
数×100

39.5% 36.4% 44.7% 47.3% ↘

（小） 神奈川県児童生徒の問題行動等調査による 85.4% 84.9% 95.0% 100.0% ↘

（中） 神奈川県児童生徒の問題行動等調査による 93.8% 93.3% 98.0% 100.0% ↘
（小4～
6）

小学校4～6年生を対象としたアンケート調査で
測定

65.4% 75.3% 71.4% 75.4% ↗
（中1～
3）

中学生を対象としたアンケート調査で測定 67.8% 74.1% 73.8% 77.8% ↗

５２
美術鑑賞に参加した児童を対象としたアンケート
調査で測定

80.6% 82.0% 83.6% 85.6% ↗

５３
全放課後子ども教室における1日あたりの平均
参加者数の合計/全児童数

8.6% 8.6% 11.0% 12.0% ↗

５４ 年間利用総数/年間平均開館日数 415人 360人 432人 440人 ↘

５５

「大和市民まつりで青少年指導員とともにブース
の企画・運営を行う中高生ボランティア」、「青少
年健全育成に係るイベントの企画・運営に携わる
中高生ボランティア」の参加者数

83人 55人 　130人 135人 ↘

５６
地域防災訓練を実施している単位自治会数/全
単位自治会数×100

78.0% 74.6% 82.0% 84.0% ↘

５７
避難行動要支援者支援制度に関するアンケート
調査で測定

53.3% 50.7% 62.9% 67.7% ↘

５８ 耐震性のある住宅戸数/住宅全戸数×100 92.6% 94.0%

2020年度の耐震改
修促進計画の改定
に合わせ設定しま
す。

2020年度の耐震改
修促進計画の改定
に合わせ設定しま
す。

↗

５９ 市民意識調査で測定 70.1% 71.0% 72.0%

６０
都心南部直下地震に対して想定している非常食
料の備蓄率

85.3% 92.7% 100.0% 100.0% ↗

６１ 市が実施する防災講話を受講した団体数 40団体 33団体 52団体 60団体 ↘

６２ 防災協力農地に登録している農地の数 4ヵ所 6ヵ所 8ヵ所 10ヵ所 ↗

4 - 2 - 3
こどもが豊かな感性
を身につけている

４９
いじめ、友人関係、家庭環境に係る不登
校児童・生徒の改善の状況

５０ いじめ問題の解消率

５１
自分には良いところがあると思うと答え
た児童生徒の割合

4 - 2 - 2
多様性を尊重し他者
とともに生きるための
社会性が育っている

- 1
災害に対して自ら備
えをしている

地域防災訓練を実施している自治会の割合

避難行動要支援者支援制度の推進メンバーを決
めている自治会の割合

住宅の耐震化率

美術館等で対話による美術鑑賞を行った児童が美
術作品に興味を持った割合

放課後子ども教室参加率

児童館の１日あたりの平均利用者数（全２２館）

中高生ボランティア参加者数

地域で広域避難場所が知られていると思う市民の
割合

想定避難者数に応じた非常食料の備蓄率

防災講話の受講団体数

防災協力農地数（累計）

5 - 1 - 2
防災・減災のしくみが
整っている

5 - 1
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

６３ 公共建築物の耐震化率 耐震性のある棟数/全棟数×100 97.3% 100%

2020年度の耐震改
修促進計画の改定
に合わせ設定しま
す。

2020年度の耐震改
修促進計画の改定
に合わせ設定しま
す。

↗

６４
公共下水道による浸水対策整備済区域面積/事
業認可区域面積×100

68.9% 70.0% 70.7% 71.0% ↗

６５ 市民意識調査で測定 55.8% 59.0% 60.0%

６６ 市内の年間犯罪認知（発生）件数（1月～12月） 1,990件 1,541件 1,690件 1,540件 ↗

６７ サポーター登録申請数－サポーター登録廃止数 201人 262人 267人 300人 ↗

６８ 防犯灯設置台数/市域面積（27.09k㎡） 449.6灯 483.9灯 495.7灯 510.5灯 ↗

６９ 市内の交通事故の年間発生件数（1月～12月） 922件 824件 840件 784件 ↗

７０
イベントなどを除いた交通安全教室等の参加者
数

23,236人 21,214人 24,000人 24,400人 ↘

７１ 安全運転診断を受けた延べ人数 55人 56人 355人 505人 ↗

７２ （相談件数－継続件数）/相談件数×100 98.8％ 98.6％ 99.0% 99.3% ↘

７３ 出前講座におけるアンケート調査結果 79.0% 72％ 83.0% 88.0% ↘

７４ 火災発生件数（1～12月）/人口×10,000 2.16件 1.93件 0件 0件 ↗

７５ 救命講習終了者数 39,367人 46,772人 55,000人 62,800人 ↗

７６
覚知から傷病者を医療機関等に収容するまでに
要した所要時間の合計/搬送人員

38.2分 33,9分 38.2分 38.2分 ↗

5 - 3 - 1
航空機による被害の
ない生活を送ってい
る

７７
夕方の騒音、夜間の騒音に重みづけを行い評価
した1日の等価騒音レベルを算出し、全測定日に
ついてパワー平均を算出したもの

69.6 59.8
逓減させるよう
取り組みます

逓減させるよう
取り組みます ↗

７８ 温室効果ガス排出量（2013年度比）
当該年度温室効果ガス排出量/2013年度温室効
果ガス排出量×100

93.8% 87.8% 93.5% 89.2% ↗

７９ 市民意識調査で測定 49.2% 54.0% 56.0%

救命講習受講者資格取得者数（累計）

救急車の医療機関到着までの所要時間

5 - 1 - 3
都市の防災機能が充
実している

雨水整備率

5 - 2 - 3
安心して消費生活を
送っている

消費生活相談の苦情件数のうち完結済みの割合

消費生活センターの存在や役割について知ってい
る市民の割合

火災発生率（人口１万人あたりの火災発生件数）

安全安心サポーター活動登録者数（累計）

市域面積（ｋ㎡）あたりの防犯灯設置数（累計）

5 - 2 - 2
交通事故の不安を感
じることなく暮らしてい
る

交通人身事故発生件数

交通安全教室等参加者数（イベントを除く）

シルバードライブチェック実施者数（累計）

5 - 2 - 1
犯罪の不安を感じる
ことなく暮らしている

以前に比べて、大和市の治安は良くなったと思う市
民の割合

年間犯罪認知（発生）件数

時間帯補正等価騒音レベル（Ｌｄｅｎ）

6 - 1 -

5 - 2 - 4
十分な消防力が整っ
ている

1
温室効果ガスの排出
量が削減されている

環境に配慮している人が多いと思う市民の割合
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

８０
1年間の家庭系ごみ発生量（ごみ）/総人口（各年
10月1日,推計人口）/365日（366日）

424g 424g 424g 424g ↗

８１
実際に資源化された量/廃棄物の総排出量×
100

27.8% 28.2% 33.7% 33.1% ↗

８２
1年間のごみ焼却残渣のうち、資源化施設へ輸
送し資源化を行った量の割合

91.3% 91.1% 100.0% 100.0% ↘

８３
毎年11月実施している大和市美化推進月間ク
リーンキャンペーンの参加者数

3,883人 3,295人 4,300人 4,500人 ↘

８４ 市民意識調査で測定 68.7% 71.0% 73.0%

８５
大和市と賃貸借契約などで保全を図っている緑
地面積＋行政で所有している緑地面積

89.3ha 86.2ha 90ha 90ha ↘

８６ 利用権設定面積の合計 7.25ha 7.03ha 8.25ha 8.75ha ↘

８７ 市内全市民農園の利用区画数 943区画 931区画 980区画 1,000区画 ↘

８８ 緑助成で設置された生垣延長の累計 690.7m 708.6m 786.0m 　830.0m ↗

（境川） 1.5㎎/l 1.6㎎/l 3.0㎎/l以下 3.0㎎/l以下 ↗
（引地
川）

0.8㎎/l 1.3㎎/l 2.0㎎/l以下 2.0㎎/l以下 ↗

９０ 環境基準適合項目の割合 94.7% 94.9% 94.9% 95.0%以上 ↗

９１
苦情受付、現地調査、事業所への指導まで行っ
た件数

101件 83件 98件 96件 ↗

９２
小学校4年生を対象とした下水道の仕組みや役
割についての授業の実施校数

20校 18校 20校 20校 ↘

９３
土地区画整理事業等実施面積/市街化区域面
積×100

58.0% 60.5% 60.9% 61.2% ↗

９４ プロムナードにおける平日１日あたりの通行者数 31,992人 32,034人 32,950人 33,600人 ↗

９５ 市民意識調査で測定 46.7% 50.5% 52.5%

９６
地区計画、建築協定、地区街づくり協定などルー
ル化された面積の累計

125.4ha 128.3ha 149.2ha 154.2ha ↗

6 - 1 - 2

ごみの減量・資源化
により循環型社会へ
の歩みが進み、清潔
なまちが維持されて
いる

市民一人１日あたりのごみ排出量

リサイクル率

ごみ焼却灰の資源化率

美化推進月間クリーンキャンペーン参加者数

6 - 1 - 3
緑地が保全されると
ともに、市街地の緑
化も進んでいる

大和市には、緑や公園が多いと思う市民の割合

８９
河川の水質の基準とされている生物化
学的酸素要求量（ＢＯＤ）

境川及び引地川のＢＯＤ平均値

環境基準適合率

公害苦情件数

保全を図っている緑地面積

農地の利用権設定面積

市民農園区画数

民有地に設置された生垣延長（累計）

下水道出前授業の実施校数

6 - 2 - 1
市街地の整備が計画
的に進んでいる

土地区画整理事業などによる市街地整備の割合

プロムナードにおける１日あたりの通行者数

6 - 1 - 4
深呼吸したくなる空気
や、きれいな水に囲
まれて生活している

大和市は、良好なまち並みが形成されていると思
う市民の割合

地区計画、建築協定、地区街づくり協定などルー
ル化された面積（累計）

6 - 2 - 2
良好なまち並みが形
成されている
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

９７ 整備済延長/都市計画道路延長×100 64.1% 64.4% 64.9% 66.6% ↗

９８ 都市公園の総面積/人口 3.19㎡ 3.25㎡ 3.31㎡ 4.00㎡ ↗

９９
市街化区域内に整備されている都市公園の総面
積

　49.3ha　※ 50.9ha 51.0ha　※ 51.4ha　※ ↗

１００ 市民意識調査で測定 76.1% 79.0% 80.0%

１０１ コミュニティバス全路線の年間延べ利用者数 701,081人 704,562人 725,000人 733,000人 ↗

１０２
車道の左側を通行する自転車の台数/全自転車
通行台数×100

48.4% 50.9% 51.4% 53.4% ↗

１０３ 公共の場所に放置された自転車等の台数 1,747台 855台 1,320台 1,000台 ↗

１０４ 図書館の年間来館者数 3,053,751人 4,002,361人 4,094,700人 4,177,000人 ↗

１０５ 貸出冊数/総人口 5.39冊 5.51冊 5.68冊 5.85冊 ↗

１０６
図書館や保育所などでのおはなし会の
延べ参加者数

図書館が実施したおはなし会の参加者数の合計 3,103人 3,568人 3,310人 3,420人 ↗

１０７ 学習センター来館者数/総人口 4.74回 8.64回 6.17回 6.42回 ↗

１０８ 生涯学習講座等の年間の延べ受講者数 12,523人 9,399人 13,400人 13,900人 ↘

１０９ 市民意識調査で測定 45.7% 55.5% 59.5%

１１０
芸術文化ホール（メインホール・サブホール・ギャ
ラリー・練習室）利用者数

306,018人 225,063人 318,000人 324,000人 ↘

１１１
ＹＡＭＡＴＯＡＲＴ１００ として採用した文化芸術イ
ベント数

103イベント 107イベント
100イベント

以上
100イベント

以上 ↗

１１２ 市民意識調査で測定 38.3% 43.5% 45.5%

１１３
郷土民家園＋つる舞の里歴史資料館＋下鶴間
ふるさと館利用者（ 入園・入館者）数

54,443人 47,760人 61,200人 61,200人 ↘

6 - 2 - 3
道路や公園を快適に

利用している

都市計画道路の整備率

市民１人あたりの都市公園面積

市街化区域内の都市公園面積
（※誤りにより計画書と目標数値等が異なっています）

6 - 3 - 1
地域交通の利便性が
確保されている

大和市は、公共交通機関を手軽に利用できると思
う市民の割合

コミュニティバスの利用者数

自転車の適正通行率

撤去が必要となる違法駐輪の台数

自転車を安全で快適
に利用している

7 - 1 - 1

6 - 3 - 2

7 - 2 - 1

読書をする人が増え
ている

市内図書館の年間来館者数

市民１人あたりの年間図書貸出冊数

7 - 1 - 2
生涯学習に取り組む
人が増えている

市民一人あたりの学習センター来館回数

講座等の受講者数

文化や芸術に親しむ
人が増えている

文化や芸術活動が盛んに行われていると思う市民
の割合

芸術文化ホール年間利用者数

YAMATO ART100参加イベント数

7 - 2 - 2
郷土の文化がしっか
りと引き継がれている

大和市の歴史や文化は、しっかりと継承されてい
ると思う市民の割合

歴史文化施設の利用者数
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

１１４ スポーツ推進計画アンケート調査で測定 59.7% 63.3% 65.1%

１１５
市が設置するスポーツ施設の延べ利用者数/総
人口

5.94回 5.36回 6.13回 6.26回 ↘

１１６ スポーツ推進計画アンケート調査で測定 34.3% 36.3% 37.3%

１１７
スポーツに関わるボランティア活動を経
験したことがある市民割合

スポーツ推進計画アンケート調査で測定 16.9% 18.9% 19.9%

１１８ 女子サッカーイベント参加者数 女子サッカー関連イベントの参加者数 8,507人 11,861人 9,060人 9,360人 ↗

8 - 1 - 1
あらゆる差別がなくす
べての人が互いの人
権を尊重し合っている

１１９ 市民意識調査で測定 66.9% 74.0% 76.0%

１２０ 市民意識調査で測定 21.9% 26.0% 28.0%

１２１ 女性委員数/全委員数×100 29.7% 31.6% 33.0% 35.0% ↗

１２２ 市民意識調査で測定 22.3% 27.5% 29.5%

１２３
事業、通訳翻訳、クロスカルチャーセミナー、日
本語・学習支援のボランティア登録者数

314人 354人 350人 380人 ↗

１２４ 市民意識調査で測定 66.5% 69.0% 70.0%

１２５
商店街団体の加入事業者数/市内商業者数（小
売業＋卸売業）×100

68.0% 60.8% 68.0% 68.0% ↘

１２６ 市内の事業所数の累計（経済センサス） 7,479事業所 7,550事業所 7,620事業所

１２７ 市民税課への法人設立届の件数 273件 287件 300件 330件　 ↗

１２８ 入居区画数/全区画数×100 100% 100% 100% 100% ↗

１２９
市内事業所で働く従業者数の累計
（経済センサスより）

76,799人 77,500人 78,300人

１３０ 勤労者サービスセンターの加入者数の累計 3,351人 3,194人 3,380人 3,420人 ↘

１３１ 健康経営による産業表彰を受けた企業の件数 1事業者 2事業者 3事業者 4事業者 ↗

- 3

スポーツを楽しむ人
が増えている

週に１回以上スポーツをしている市民の割合

市民１人あたりの公共スポーツ施設年間利用回数

年１回以上直接会場でスポーツを観戦した市民の
割合

地域に差別意識はないと思う市民の割合

8 - 1

7 - 3 - 1

- 2
男女共同参画が実感
できている

男女が平等であると感じる市民の割合

審議会、委員会などにおける女性委員の割合

8 - 1
地域の中で多文化共
生が行われている

多文化共生・国際交流が行われていると思う市民
の割合

外国人を支援するボランティア登録者数

8 - 2 - 1
商店街や企業が活発
に活動している

大和市は、買い物がしやすいと思う市民の割合

市内商業者が商店会等に加入している割合

市内事業所数

法人設立数

起業家支援スペースの稼働率

8 - 2 - 2

市内事業所従業者数

勤労者サービスセンターの加入者数

健康経営による産業表彰数（累計）

市内で働く人が増え、
生き生きと働いている
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◆健康都市やまと総合計画　成果を計る主な指標　進捗状況調査票

2019年実績値

(R1)

中間目標値

2021年

(R3)

最終目標値

2023年

(R5)

めざす成果 成果を計る主な指標 計算式等

前期基本計画期間（R１～R５） 当初との比較

向上↗

低下↘

計画当初値

資料３

１３２ 援農サポーターの登録者数 40人 39人 42人 45人 ↘

１３３
朝霧市、夕やけ市、おさんぽマートの年間開催
回数の合計

152回 153回 150回 150回 ↗

１３４
各イベントの年間来場者数（主催者発表）の合計
（1月～12月）

936,400人 1,118,573人 1,153,000人 1,160,000人 ↗

１３５ 各施設来場者数の合計（1月～12月） 1,014,532人 848,287人 1,035,000人 1,045,000人 ↘

１３６
フィルムコミッションによる撮影件数（市及び民間
施設を含む）

53件 28件 62件 　62件 ↘

１３７ 市民意識調査で測定 24.3% 29.3% 31.3%

１３８ 自治会加入世帯/ 世帯数全体×100 66.1% 64.8% 68.1% 69.1% ↘

１３９
全20館（1ヶ月以上休館した施設を除く）の年間
平均利用者数

16,417人 13,299人 17,073人 17,402人 ↘

１４０ 市民活動センター利用登録団体の数 139団体 169団体 230団体 250団体　 ↗

１４１
１年間に、市民活動課窓口において、ボランティ
アに関する情報の提供を受けた市民の数

155人 130人 225人 271人 ↘

１４２ 年間のベテルギウス（本館）の来館者数 - 139,041人 75300人 78300人 ↗

- 28

4
多くの人が「大和」に
訪れ、まちの魅力も

高まっている

観光イベントの総来場者数

- 3
都市農業が営まれ、
地域農産物が安定的
に消費されている

8 - 3 - 1
地域の活動が活発に
行われ、絆が深まっ
ている

観光施設等の総来場者数

地域活動に参加している市民等の割合

自治会への加入世帯割合

コミュニティセンター1館当たりの年間平均利用者
数

8 - 3 - 2
公共を担う市民や事
業者が増えている

市民活動センター利用登録団体数

市からのボランティア情報の提供者数

ベテルギウス（本館）年間来館者数

フィルムコミッションで対応した撮影件数

援農サポーターの登録者数

朝霧市、夕やけ市、おさんぽマートの年間開催回
数

8 - 2 -
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